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1. はじめに

本研究は，建築物の耐震性能指標として，修復費

用や時間を含めた地震後のシナリオを表示し，ユーザ

の関心が高い建築物の目標性能を選択できる設計体系

の構築を目標としている。そこで，文献 1）に示す方

法に基づき，上記設計体系に資する各データベース（以

下，DB）の構築を行った。

2. 各データベースの構成

2.1 建築物部位の分類

本論の目的は，損傷評価・修復性評価・機能性評

価に資する DB を基に，地震後の建築物におけるシナ

リオを作成するための必要な情報を評価者に提供する

枠組の構築である。そのために，地震後の損傷状態か

ら，建築物所有者の関心の高い修復費用・修復時間（そ

れらに対応する指標）および地震後発生する不具合事

象の根拠となる DB を構築する必要がある。また，こ

れらの DB を多くの建築物に適用できるよう，建築物

の各部位ごとに表示 1）することとした。そこで，まず

建築物を構成する部位の分類を行い，DB 対象部位の

属性を決定する。部位はまず，構造部材，非構造部材，

設備，什器に分類し，以下の①から③の手順で行った。

分類①：建築物の各部位を，構造部材，非構造部材，

設備（配管も含む），什器の 4 つに分類する。（但し，

修復性評価 DB では前者 3 つを扱う）

分類②：①で分類された部位の形状や配置など基本特

性を特定できるよう分類する。（構造部材→ RC 造→

柱，非構造部材→外装材→壁，設備機器→機械設備→

給水設備→高置水槽，什器→床応答の等価振動数→床

面摩擦係数など）

分類③：②で分類された各部位を構工法や仕様など，

損傷性状の違いを反映できるよう分類する。（柱→打

ち放し仕上げ，壁→ RC 壁→タイル仕上げなど）

2.2 各データベースフォーマット（評価項目）

それぞれの DB の関係を図1に示す。図より，損傷

評価 DB の出力情報が，修復性評価や機能性評価の入

力情報の一部となる構成である。

2.2.1 損傷評価項目

損傷評価項目として｢損傷を支配する工学量｣｢損傷

状態｣｢損傷量｣の 3 項目を扱う（図1（A），図2）。

｢損傷を支配する工学量｣とは，ある部位に発生する

損傷の主たる原因となる工学量のことであり，地震時

に作用する層間変位によって損傷する構造部材や非構

造部材などは｢変形｣，地震の慣性力の影響を受けて損

傷する設備機器や什器などの場合は，｢加速度（また

は速度）｣と表記する。一方，「変形」及び「加速度」

の両方の工学量に損傷が支配される場合は併記する。

｢損傷状態｣とは，ある応答値に対して発生する損傷事

象を表記する。｢損傷量｣には，｢損傷状態｣に示された

損傷事象の発生量を表記する。また，損傷量が数値的

に明らかになったとしても，その損傷状態の視覚情報

がシナリオ作成に有用であると考えられる。このため，

本研究の DB では，損傷に関する図や写真なども格納

できるようにした（図2）。

上記の損傷情報を精緻に示すことができれば，その

後に検討する修復性評価や機能性評価において，より

正確な修復費用と修復時間の算定や，リアリティのあ

るシナリオの構築に寄与できる。

2.2.2 修復性評価項目

修復性評価項目として｢損傷状態｣｢修復工法｣｢修復

時間係数｣｢修復費用係数｣の 4 つを扱う（図1（B），図

3）。「修復工法」は「損傷状態」毎に分類される。ま

た｢修復時間係数｣は各部位毎の修復に対する労務の手

間の程度を，｢修復費用係数｣は各部位毎の修復行為に

用いる材料や労務価格の大きさの程度を表す。｢修復

時間係数｣と｢修復費用係数｣は，｢修復工法｣に応じて

定まり，両係数を用いて建築物全体（または層毎，部

位別毎）の修復時間や費用を表す指標を算定すること

に用いられる。

但し，修復性評価 DB に記載される「損傷状態」の

内容と損傷評価 DB に記載される「損傷状態」の内容

はそれぞれ独立しており，完全に一致しているわけで

はないため，評価者がそれぞれの損傷状態を工学的に

関連づけ修復工法を適切に選択する必要がある。

2.2.3 機能性評価項目

機能性評価項目として｢損傷状態｣｢不具合事象｣｢不

具合事象によって低下する性能｣｢人的損失｣の 4 つを

扱う（図1（C），図4）。

｢不具合事象｣や｢人的損失｣はある｢損傷状態｣によっ

て起こり得るユーザにとって負の事象が記載される。

また ,｢不具合事象によって低下する性能｣は，各部位
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が保有している性能が損傷によって喪失し，その後の

復旧活動でボトルネックとなる重要な性能を抽出する

ために設けている。なお，修復性評価 DB と同様 ,機

能性評価 DB と損傷評価 DB に記載される「損傷状態」

の内容は，評価者がそれぞれを関連づける必要がある。

3. まとめ

損傷・修復性・機能性評価を実施するに必要な 3 つ

のデータベースの関係とそれらのフォーマット（評価

項目）を示した。ここで構築した DB を用いて，地震

後における建築物のシナリオ構築までの評価過程を図

5に例示する。今後，ここで示した DB 評価項目の情

報を整備し充実させることが必要である。
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図1 各データベースの評価項目と構成

図2 損傷評価DBで示される項目 図3 修復性評価DBで示される項目 図4 機能性評価DBで示される項目

図5 各データベースを用いた地震後建築物のシナリオ作成までの評価過程例
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